
企業情報管理士認定試験は実際の企業活動において、情報管理のリーダーとして活動できる能力を認定する試験です。そのためにはリスクマネジメント、安全管理措置など、企業

情報保護の最低限の知識を身につける必要があります。

コンプライアンス、知的財産権、サイバー犯罪関連、内部統制などに関わる情報関連のビジネス法務を理解することで、 「企業情報の管理」 のプロを目指しましょう。

全国８００社以上の優良企業の社員が
全情協の情報関連の検定を受験しています

ＫＤＤＩ㈱　　ＮＥＣソリューションイノベータ㈱　　ＡＧＳ㈱　　ＲＩＺＡＰグループ㈱

㈱富士通ソーシャルサイエンスラボラトリ　　三菱化学エンジニアリング㈱

伊藤忠テクノソリューションズ㈱　　大日本印刷㈱　　エプソン販売㈱

ヤマトシステム開発㈱　　Ｓａｎｓａｎ㈱　　ＡＩＵ保険会社　　CCK：シティコンピュータ㈱

NECラーニング㈱　　SCSK㈱　　TISソリューションリンク㈱　　YKK六甲㈱

アクサ生命保険㈱　　イオンフィナンシャルサービス㈱　　イオン保険サービス㈱

一般財団法人日本自動車査定協会　　エヌ･ティ･ティ･アドバンステクノロジ㈱

エヌ･ティ･ティ･コミュニケーションズ㈱　　大塚製薬㈱　　オニシアノックス㈱

キヤノンシステムアンドサポート㈱　　コニカミノルタビジネスソリューションズ㈱

ジェイアール東日本ビルテック㈱　　シャープビジネスソリューション㈱　　シャープ㈱

スカパーJSAT㈱　　セコム㈱　　ソフトバンク㈱　　東芝テックソリューションサービス㈱

㈱ドコモＣＳ　　パナソニックラーニングシステムズ㈱　　パナソニック㈱

本田技研工業㈱　　ミドリ安全㈱　　森ビル㈱　　旭化成アミダス㈱　　㈱JALUX

㈱エヌ･ティ･ティ･エムイー　　㈱エヌ･ティ･ティ･データSMS　　㈱エヌ･ティ･ティ･ドコモ

東京ガスリビングライン㈱　　㈱シー･アイ･シー　　㈱シー･ツー･エム

㈱テイパーズ　　㈱データリーフ　　㈱トッパングラフィックコミュニケーションズ

㈱バッファロー･IT･ソリューションズ　　㈱ファミリーネット･ジャパン　　㈱フォーエバー

㈱フォーバル　　㈱ほけんのぜんぶ　　㈱マイテック　　㈱マーストーケンソリューション

㈱リロ･ホールディング他グループ各社　　㈱ローソン　　㈱角川アスキー総合研究所

㈱中電シーティーアイ　　㈱日立製作所　　㈱日立ソリューションズ他グループ各社

㈱富士通エフサス　　㈱明光商会　　㈱髙島屋　　京王観光㈱　　中部電力㈱

東日本電信電話㈱　　㈱ＮＴＴ東日本－南関東　　㈱ＮＴＴ東日本―関信越

㈱ＮＴＴ東日本―東北　　㈱ＮＴＴ東日本―北海道　　凸版印刷㈱　　日本化薬㈱

日本生命保険相互会社　　郵船トラベル㈱　　理想科学工業㈱　シンカ・システムズ㈱

アリアンツ・グローバルアシスタンス・ジャパン㈱　　㈱富士通九州システムズ

㈱富士通九州システムサービス　　　※受験者数の多い企業を抜粋
当協会ホームページまでお申込み下さい。

http://www.joho-gakushu.or.jp/

試験時間
　平成２８年１１月６日（日） １０：００～

受験料
　１０,０００円（税抜）

※１０名以上同時に試験を申し込みされますと割引価格がご利用いただけます。
　 また、ご検討されているご担当者様にはサンプル問題をお送りいたしますので、
　 詳しくは当協会までお問合せください。

※会場によっては期日前に申込み受付を締切る場合がございますので、ご了承ください。

コンプライアンス 安全管理措置 情報関連法規のプロフェッショナルコンプライアンス 安全管理措置 情報関連法規のプロフェッショナル
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参考書籍はこちらで購入できます

http://indus.co.jp/shop/
アットインダスショップ

平
成２８年１１月６   日（日）
申込期間

試験会場

平成２８年７月１４日（木） ～９月２９日（木）
東京 … 東京大学 （駒場Ⅰキャンパス）
大阪 … 近畿大学 （東大阪キャンパス）

実施概要

お申し込み方法

企業情報管理士向けアップグレード講習会実施中

本認定試験の合格者は、下記の業務に特化したアップグ
レード資格認定講習会を受講することができます。

・ ソーシャルメディアオフィサー認定講習会
「ソーシャルメディアとは何か」「ソーシャルメディアに潜む
様々なリスクと対策」の知識を認定します

（運営：アット・インダス株式会社）

情報資産の安全管理

コンプライアンス 情報関連・ビジネス法規の理解情報関連・ビジネス法規の理解

リスクマネジメントリスクマネジメント

経営者・管理職・総務
経理・庶務・人事担当の必須知識



http://www.joho-gakushu.or.jp/

一般財団法人

ビジネス法務からコンプライアンス、安全管理対策を指導できる人材が重要

全課題の合計８０％以上

１２０分

１０，０００円（税抜）

合格点

受験料

制限時間

０３－５２７６－００３０

出題分野 出題内容

近年、企業における「情報セキュリティ」が定着化しつつあるなか、それに対する取り組みはもはや当たり前という時代となり、さらに、ステークホ
ルダーによる、企業に対するコンプライアンスのみならず、CSR（企業の社会的責任）の要求も高まってきています。そのような要求に応えるため
にも、民法・商法・刑法、労働関係法令や知的財産法、個人情報保護法等の幅広い法令の理解や、企業倫理に基づく情報セキュリティの構築・推進
を行える人材が広く求められています。しかし、企業内では、それぞれの分野による専門性は高められても、それらを日常的、平均的に理解・実践
できる人材が不足しているのが現状です。
企業情報管理士認定試験は、「情報セキュリティ事故や事件を防ぐ」ことに傾注するだけではなく、一人ひとりがその必要性を理解し、故意や過失
による「事故や事件を起こさせない」という心構えを持つことによって、企業全体で「企業情報の保護」に正しく取り組む人材の育成を目指します。

発行：日本能率協会マネジメントセンター
定価：2,600円（税抜）

企業情報管理士認定試験
公式テキスト

発行：全日本情報学習振興協会

企業情報管理士認定試験
精選問題集 vol.2

定価：1,715円（税抜）

【スマートフォンアプリ】
企業情報管理士認定試験 過去問題集
・ android 版
・ iPhone/iPad版

各種配信中

※無料サンプル問題有り

企業情報管理士認定試験 合格者の声

情報に対する意識の向上に最適でした
IT 関連　営業職

仕事で、 各種データを社外に持ち出すことが多くある為、

データ管理に関する知識が必要だと思い受験しました。

企業情報管理士認定試験は、 各種法律のコンプライアンス

から安全管理措置まで幅広く出題されているため、 私のよ

うに、 データ、 書類など様々な社内資料を社外で持ち歩く

人間にとって最適でした。 お客様からの相談にも、 的確に

アドバイスができるようにもなったと思います。

企業情報管理士認定試験 課題Ⅰより抜粋

問題． 以下の 「不正競争防止法」 における営業秘密の刑事的保護に関する文章
を読み、 不適切なものを１つ選びなさい。

ア． 営業秘密の不正な取得、 使用、 開示といった行為のうち、 悪質な行為は刑事
罰の対象となり、 日本国内で管理されている営業秘密を海外で使用、 開示す
る行為も刑事罰の対象となる。

イ． 法人の代表者が、 詐欺等行為により取得した営業秘密を図利加害目的で、 使
用し、 または開示した場合には、 代表者が処罰されるが、 その法人が処罰さ
れることはない。

ウ． 裁判所は、 被害者等からの申出があるときで、 相当と認めるときは、 事件に
係る営業秘密構成情報特定事項を、 公開の法廷で明らかにしない旨を決定す
ることができる。

エ． 裁判所は、 秘匿決定した場合、 秘匿決定の対象となった営業秘密構成情報
特定事項に係る名称に代わる呼称等を定めることができる。

企業情報管理士認定試験 課題Ⅲより抜粋

問題． 以下の、経済産業省の「情報セキュリティ管理基準」における「情報の分類」
に関する文章を読み、 不適切なものを１つ選びなさい。

ア． 情報を共有または制限する業務上の必要、 及びこのような必要から起こる
業務上の影響を考慮し、 情報の分類及び関連する保護管理策を策定する。

イ． 分類の指針には、 あらかじめ決められたアクセス制御方針に従った最初の
分類及び時間が経ってからの再分類に関する取扱いを含める。

ウ． 各部門の情報の管理担当者の判断により資産の分類を定め、 定期的にそ
れをレビューし、 それを最新の状態で、 かつ、 適切なレベルで維持すること
を確実にする仕組みを整備する。

エ． 分類項目の数及びそれらの利用で得られる効用 （経済性または実用性など）
を考慮し、 情報を分類する。

解答【 イ 】　 解答【 ウ 】　

･著作権、知的財産権
･個人情報保護法、プライバシーマーク制度、ＯＥＣＤ
  ガイドラインなど
･不正競争防止法など
･不正アクセス禁止法、コンピュータ犯罪防止法を
  含む各刑法、請負契約などに関する民法
･日本版ＳＯＸ法（内部統制、ＩＴ統制）
･ＩＳＯ／ＩＥＣ関連、ＪＩＳ　Ｑ関連
･関係各省庁のガイドライン
 （総務省、経済産業省、金融庁、厚生労働省など）

･リスクアセスメント、リスクマネジメントの概要
･情報セキュリティにおけるＣＩＡ
･ＧＭＩＴＳのリスク分析手法
･リスク評価手法
（ＡＬＥ、ＪＮＳＡ損害算出モデル、ＪＲＭＳなど）
･リスク対応（回避、軽減、移転、保有）、リスク
  ファイナンス、残存リスク

･プライバシーポリシーの策定
･責任・管理規定
･個人情報保護規定のポイント
･個人情報保護文書の体系（ガイドライン）
･ユーザーＩＤとパスワードの管理
･アクセス権限とアクセス制御
･暗号化と認証システム
･ネットワーク・ウイルスに対する防御策
･機器保持に関する契約・誓約
･違反・事故・苦情への対応　など

･情報化戦略
  ＣＲＭ、ＥＲＰ、ＥＣ、ＣＳＦ、ＳＦＡなど
･企業情報の管理

Ⅰ．コンプライアンス

Ⅱ．リスクマネジメント

Ⅲ．安全管理措置対策

IV ．企業の経営情報化

企業情報管理士認定試験 サンプル問題

参考書籍・学習用アプリ


